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間
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
、
適
宜

適
切
な
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
大
変
申
し
訳
な
く
思

っ
て
い
る
。

大
規
模
災
害
時
の
対
応
を
問
う

①
首
都
直
下
地
震
の
よ
う
な
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
都
、

区
、
地
域
防
災
組
織
の
指
揮
命
令

系
統
は
。
②
区
職
員
の
自
覚
に
基

づ
く
活
動
が
区
民
の
命
と
財
産
を

守
る
こ
と
に
な
る
。
職
員
の
災
害

対
応
能
力
向
上
の
取
り
組
み
は
。

区
　
長
　
①
国
が
非
常
災
害
対

策
本
部
を
設
置
、
区
は
都
の
指
揮

下
に
入
る
。
一
方
、
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
て
、
地
域
の
防
災
会

に
被
災
情
報
の
提
供
や
避
難
指
示
、

防
災
会
活
動
の
要
請
な
ど
を
行
う
。

②
防
災
訓
練
に
図
上
訓
練
を
取
り

入
れ
、
不
測
の
事
態
に
適
切
な
状

況
判
断
や
迅
速
な
行
動
が
と
れ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

は
、
職
員
全
員
に
救
急
救
命
講
習

を
受
講
さ
せ
、
区
民
の
安
全
確
保

に
対
処
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

中
野
区
の
教
育
を
問
う

教
育
内
容
を
3
割
削
減
し
た
新

学
習
指
導
要
領
導
入
後
わ
ず
か
3

年
だ
が
、
国
際
学
力
調
査
の
結
果
、

日
本
の
小
・
中
学
生
の
学
力
は
世

界
の
ト
ッ
プ
集
団
か
ら
脱
落
し
た
。

区
は
学
力
向
上
、
教
員
の
指
導
力

向
上
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長
　
学
力
調
査
に
基
づ
き
、

個
別
指
導
を
行
う
ほ
か
、
授
業
改

善
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
る
。
ま

た
、
教
員
の
授
業
力
向
上
の
た
め
、

保
護
者
が
長
期
間
授
業
を
参
観
し

評
価
す
る「
長
期
授
業
公
開
制
度
」

を
実
施
す
る
。

に
も
体
育
を
指
導
す
る
専
科
の
教

師
の
配
置
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
各
学
校
の
実
態
を
把

握
し
、
体
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
す
る
な
ど
、
運
動
の
習
慣
化

を
図
り
た
い
。
専
科
の
体
育
教
師

配
置
や
外
部
の
人
材
活
用
な
ど
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
運
営
に

区
民
と
議
会
の
意
志
の
反
映
を

区
は
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
取
得
に
あ

た
り
少
な
く
と
も
、「
有
識
者
委

員
会
の
審
査
」、「
庁
内
審
査
会
の

結
論
」、「
所
有
会
社
の
定
款
の
変

更
」
と
、
3
つ
の
段
階
で
、

判
断
を
下
し
て
き
た
。
し
か

し
、
そ
の
間
、
議
会
や
区
民

に
対
し
十
分
な
説
明
は
な
く
、

行
政
と
議
会
の
間
の
不
信
感

の
払
拭

ふ
っ
し
ょ
く

が
難
し
い
の
が
現
状

だ
。
取
得
に
よ
る
、
区
民
や

将
来
の
中
野
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
還
元
も
見
え
て
こ
な
い

中
で
、
区
は
出
資
し
た
だ
け

で
終
わ
る
懸
念
も
あ
る
。
今
後
、

ど
う
議
会
の
意
志
を
運
営
に
反
映

さ
せ
る
の
か
。

区
　
長
　
サ
ン
プ
ラ
ザ
取
得
・

運
営
に
つ
い
て
、
当
初
の
議
会
で

の
説
明
と
異
な
る
形
と
な
り
、
ま

た
、
そ
の
経
過
に
つ
い
て
、
適
切

な
時
期
に
的
確
な
報
告
が
で
き
ず
、

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
地
方

自
治
法
に
お
け
る
区
や
議
会
の
関

与
が
及
ば
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
、

法
的
な
根
拠
を
担
保
す
る
た
め
、

別
途
条
例
案
の
提
案
も
予
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
に
、
中

野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
内

容
と
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
直

す
べ
き
で
は
。

区
　
長
　
今
回
の
計
画
素
案
で

は
、
避
難
圏
域
の
全
人
口
が
避
難

で
き
る
面
積
を
確
保
し
て
お
り
、

被
害
想
定
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も

十
分
な
広
さ
で
あ
る
た
め
、
計
画

策
定
の
先
延
ば
し
は
し
な
い
。
防

災
に
関
す
る
最
新
の
知
見
に
基
づ

く
対
策
は
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
な
ど
適
宜
対
応
す
る
。

支
援
費
制
度
に
つ
い
て

①
中
野
区
基
準
該
当
居
宅
介
護

事
業
所
の
ヘ
ル
パ
ー
が
利
用
者
宅

で
倒
れ
、
死
亡
す
る
と
い
う
事
故

が
あ
っ
た
が
、
利
用
者
と
ヘ
ル
パ

ー
双
方
の
安
全
対
策
、
緊
急
時
の

連
絡
体
制
の
整
備
が
課
題
で
は
な

い
か
。
②
事
業
者
の
指
導
、
監
督

は
区
の
責
務
で
あ
る
。
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
事

業
指
導
監
査
、
会
計
監
査
の
し
く

み
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

区
　
長
　
①
利
用
者
の
安
全
対

策
、
緊
急
連
絡
体
制
の
整
備
に
つ

い
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
ら
れ

て
お
り
、
区
で
は
、
利
用
者
の
み

な
ら
ず
ヘ
ル
パ
ー
に
緊
急
事
態
が

発
生
し
た
場
合
の
体
制
整
備
を
事

業
者
に
要
請
し
た
。
②
事
業
者
に

対
し
必
要
な
情
報
提
供
、
意
見
交

換
を
行
う
と
共
に
、
現
行
制
度
の

中
で
適
切
に
指
導
・
助
言
す
る
。

実
効
性
あ
る
区
民
参
加
を

自
治
基
本
条
例
は
、
区
民
参
加

制
度
の
全
体
像
を
描
く
も
の
で
、

そ
の
後
に
そ
の
先
の
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
、
市
民
参
加
条
例
、
常
設
型

住
民
投
票
条
例
な
ど
を
制
定
し
な

け
れ
ば
、
実
効
性
あ
る
参
加
制
度

は
実
現
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

区
　
長
　
現
在
の
条
例
大
綱
で

は
、
個
別
意
見
の
提
出
、
共
同
提

案
手
続
、
意
見
交
換
会
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
な
ど
の
形

態
、
方
法
に
よ
る
区
民
参
加
の
手

続
を
示
し
て
お
り
、
さ
ら
に
実
効

性
を
持
た
せ
る
た
め
、
情
報
公
開

や
説
明
責
任
の
明
確
化
、
検
討
結

果
の
公
表
な
ど
を
条
例
に
盛
り
込

む
つ
も
り
で
あ
る
。

区
は
、
緑
の
保
存
育
成
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
事
業
者
の

啓
発
な
ど
、
自
治
体
と
し
て
努
力

を
す
べ
き
だ
が
、
①
平
成
13
年
に

改
定
し
た
「
事
業
者
・
消
費
者
と

し
て
の
中
野
区
環
境
行
動
計
画
」

で
掲
げ
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目

標
（
12
年
度
比
３
％
）
の
達
成
状

況
は
。
②
京
都
市
は
全
国
初
の
温

暖
化
防
止
条
例
を
施
行
す
る
が
、

区
の
目
標
や
民
間
事
業
者
な
ど
へ

の
誘
導
策
を
定
め
た
条
例
や
計
画

を
策
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

区
　
長
　
①
15
年
度
の
総
排
出

量
は
二
酸
化
炭
素
換
算
１
万
７
２

６
９
ト
ン
で
12
年
度
比
10
・
５
％

の
減
少
と
な
り
、
削
減
目
標
３
％

は
既
に
達
成
さ
れ
て
い
る
。
②
環

境
施
策
体
系
全
体
の
構
築
の
中
で
、

事
業
者
も
含
め
た
削
減
目
標
の
設

定
や
、
有
効
な
啓
発
・
誘
導
策
に

つ
い
て
、
東
京
都
と
も
連
携
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

保
育
園
の
待
機
児
解
消
実
現
を

現
在
策
定
中
の
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
案
で
は
、
5
年
後
ま

で
に
待
機
児
を
ゼ
ロ
に
す
る
目
標

だ
が
、
①
認
可
保
育
園
の
定
員
見

直
し
で
受
け
入
れ
可
能
に
な
る
人

数
は
何
人
か
。
②
認
証
保
育
所
の

保
護
者
の
多
く
は
認
可
保
育
園
入

園
を
希
望
し
て
い
る
。
認
可
保
育

園
だ
け
で
待
機
児
解
消
を
目
指
す

べ
き
と
考
え
る
が
。
③
地
域
の
保

育
園
・
幼
稚
園
で
障
が
い
児
の
受

け
入
れ
が
進
む
よ
う
、
要
綱
の
入

所
基
準
を
緩
和
す
べ
き
で
は
。
④

認
可
外
保
育
施
設
の
不
十
分
な
保

育
環
境
に
対
す
る
支
援
策
を
。

区
　
長
　
①
16
年
度
は
18
名
増
、

17
年
度
に
は
17
名
の
増
を
予

定
し
て
い
る
。
②
区
と
し
て

は
認
証
保
育
所
な
ど
も
活
用

し
、
待
機
児
解
消
に
努
力
し

て
い
き
た
い
。
③
受
け
入
れ

を
行
う
に
は
専
門
家
の
フ
ォ

ロ
ー
体
制
や
職
員
加
配
、
施

設
改
善
が
必
要
に
な
る
が
、

障
害
児
が
適
切
な
保
育
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
可
能
な
か

ぎ
り
工
夫
し
て
い
き
た
い
。
④
認

証
保
育
所
へ
の
移
行
を
基
本
と
す

る
が
、
ニ
ー
ズ
や
実
態
の
調
査
を

行
い
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

住
民
基
本
台
帳
の
不
当
目
的
の

閲
覧
に
厳
格
な
制
限
を

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
た
め
の
住
民
基
本
台

帳
大
量
閲
覧
は
、
消
費
者
被
害
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
不
当
利
用

目
的
の
閲
覧
に
厳
格
な
制
限
を
。

区
　
長
　
全
国
連
合
戸
籍
事
務

協
議
会
で
も
、
国
に
法
改
正
を
要

望
し
て
い
る
。
区
で
は
、
不
当
閲

覧
排
除
の
た
め
に
、
本
人
確
認
条

例
を
制
定
し
た
。
今
後
は
審
査
の

強
化
、
手
数
料
引
き
上
げ
な
ど
に

よ
り
、
閲
覧
抑
制
を
図
っ
て
い
く
。

警
察
大
学
校
等
跡
地
に
地
震
に

備
え
た
防
災
公
園
を
求
め
る
多
く

の
陳
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
国

の
中
央
防
災
会
議
は
首
都
直
下
地

震
に
よ
る
焼
失
棟
数
約
65
万
棟
、

死
者
1
万
2
千
人
と
の
被
害
想
定

を
公
表
し
た
が
、
計
画
素
案

で
は
、
広
域
避
難
場
所
の
中

心
と
な
る
防
災
公
園
は
わ
ず

か
1
・
5
ha
で
、
先
の
計
画

案
4
ha
か
ら
大
き
く
後
退
し
、

土
地
の
高
度
利
用
計
画
へ
と

変
容
し
た
。
し
か
し
高
層
ビ

ル
は
火
災
を
呼
び
込
む
恐
れ

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
発
表

予
定
の
国
の
防
災
対
策
大
綱

日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
大
幅
な

学
力
低
下
が
、
国
際
的
な
学
力
比

較
調
査
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ゆ
と
り
教
育
導
入
に
よ

る
学
習
量
と
授
業
日
数
の
大
幅
な

削
減
の
結
果
と
い
え
る
。
子
ど
も

達
の
学
力
向
上
の
た
め
、
夏
休
み

を
短
縮
し
、
授
業
日
数
を
確
保
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
中
野
区
で
は
、

す
で
に
小
中
学
校
の
冷
房
化
を
終

え
て
お
り
、
教
育
環
境
が
整
っ
て

い
る
。
再
び
「
教
育
中
野
」
を
つ

く
り
上
げ
る
べ
く
、
十
分
に
検
討
、

研
究
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長
　
児
童
・
生
徒
の
学
力

向
上
の
た
め
、
2
学
期
制
の
全
校

実
施
お
よ
び
長
期
休
業
日
の
期
間

設
定
の
あ
り
方
な
ど
の
見
直
し
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
本
年
か
ら

の
期
間
短
縮
は
難
し
い
が
、
改
め

て
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
達
の
体
力
向
上
の
た
め

小
学
校
に
専
科
の
体
育
教
師
を
　

近
年
、
体
育
の
授
業
時
数
の
減

少
や
学
校
の
小
規
模
化
に
伴
う
中

学
校
の
運
動
部
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
児
童
・
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
機
会
が
減
少
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
中
野
区
の
児
童
・
生

徒
の
体
力
は
全
国
平
均
を
大
き
く

下
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
学
校

夏
休
み
を
積
極
的
に
活
用
し

学
力
の
向
上
を
目
指
せ

民
主
ク
ラ
ブ
　
藤
本
　
や
す
た
み

警
大
等
跡
地
は
既
存
の
樹
木
を

生
か
し
た
防
災
公
園
に

無
所
属
の
会
　
む
と
う
　
有
子

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

区
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
努
力
を

市
民
自
治
　
佐
藤
　
ひ
ろ
こ

警察大学校等跡地

住民基本台帳リストの閲覧

サッカーを楽しむ小学生

町
会
へ
の
区
の
姿
勢
を
条
例
に

公
明
党
議
員
団
　
江
口
　
済
三
郎

区
長
の
施
政
方
針
説
明
に
つ
い

て
①
新
し
い
基
本
構
想
お
よ
び
自

治
基
本
条
例
の
提
案
は
、
町
会
・

自
治
会
に
対
す
る
区
の
姿
勢
の
変

更
を
表
す
も
の
と
考
え
る
が
、
こ

の
際
、
条
例
で
直
接
、
定
め
て
は
。

②
警
察
大
学
校
等
跡
地
に
区
が
整

備
予
定
の
防
災
公
園
は
、
2
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
し
て
区
民
の
不
安
を
解

消
す
べ
き
で
は
。
③
中
野
駅
お
よ

び
駅
周
辺
の
南
北
広
場
な
ど
の
重

要
性
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

区
　
長
　
①
町
会
・
自
治
会
に

対
す
る
区
と
し
て
の
位
置
付
け
は


